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募集 事業提案型ワークショップ
の参加者

よりよいまちづくりのために、テーマに沿って意見交
換を行い、事業の構築へつなげることを目的としたワー
クショップ
●テーマ　
○多文化共生社会の構築に向けた外国人への支援事業
○リナシティかのやの利用促進に向けて
●期間　６月下旬～９月中旬（５回程度実施）
※時間・場所は各テーマの参加者で協議して決定

（１回２時間以内）
○予定スケジュール

項目 時期 内容

ワークショップ

１回目 ６月下旬
現状の説明
課題・意見の共有

２回目 ７月中旬 現地視察

３回目 ８月上旬 解決策の提示

４回目 ８月下旬 内容の整理

５回目 ９月中旬 プレゼン資料作成

事業提案
プレゼンテーション

９月下旬
関係部署への提案
事業の説明

●対象者　市内に住所を有する18歳以上の人
※高校生を除く
●定員　各テーマ７人程度（応募者多数の場合、抽選）
●応募　５月31日（金）までに申込用紙を提出
※申込用紙は市ホームページ、市役所
　１階総合案内、各総合支所住民サー
　ビス課に有り

問市政策推進課　℡ 0994-31-1125

　４月６日、小塚公園慰霊塔前広場で、「第62回旧鹿屋航空
基地特別攻撃隊戦没者追悼式」が開催されました。満開の桜
の下で行われた今年は、県内外から390人が参列。式典では、
特攻隊員の遺族・関係者らによる献花や、隊員の遺書・平和
へのメッセージの朗読、元隊員らによる「同期の桜」の合唱
などが行われ、参列者は恒久平和を願いました。
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　４月14日、平和公園で「2019くしら桜まつり」イベントが
開催されました。この日は、ステージショーや、桜並木をラ
イトアップする「夜桜ちょうちん」などを実施。また、「第34
回くしら桜まつりジョギング大会」も開催され、927人のラ
ンナーは、沿道の声援に応えながら、花びらの残る桜並木を
駆け抜けました。
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　４月４日、クルーズ船「Q
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員が鹿屋市を訪れました。11か国25人の乗組員らは「南
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」（浜田町）で桜の植樹やハーブ摘みを体験後、同施設
のレストランで薬膳カレーや焼酎を堪能。２時間弱の滞在
時間で、鹿屋の「自然」と「食」、出迎えた人たちとの交流を
楽しんでいました。
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　４月９日、「第73回南日本美術展」で「第22回吉井賞」を受
賞した繁
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美さん（鹿屋高校教諭）が、市役所を訪れまし
た。繁昌さんは、今回の受賞で決定した芸術の都・パリへの
１年間の留学に向けて、出発を前にした気持ちと抱負を語っ
てくれました。受賞作品の「だれにもわからないⅠ」は、市
役所１階に展示され、訪れた人の目を楽しませています。
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募集 男女共同参画等に関する研修会
への専門講師派遣（お届けセミナー）

●�講話テーマ　男女共同参画、ハラスメント防止、ＤＶ
関係、女性活躍推進、ワーク・ライフ・バランスなど
●対象　町内会などの各種団体、個人事業主のグルー
　プ、企業等が主催する研修会で、15人以上の参加が
　見込まれるもの
※料金無料（資料代、会場借上げ等は主催者負担）
●講話時間　60分～ 90分　●募集団体　３団体
●応募　６月12日（水）までに申請書を提出
※�申請書は、市民課、各総合支所住民サービ

ス課、各出張所、市ホームページに有り

問市民課男女共同参画推進室　℡ 0994-31-1114
　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20-1　FAX 0994-31-1170
　danjyo@e-kanoya.net

募集 「2019年度慰霊巡拝」
の参加者

問市福祉政策課　℡ 0994-31-1113

戦没者の配偶者、父母、子、兄弟姉妹、孫、甥、姪を
対象とした慰霊巡拝
●場所・実施時期

●申込　実施時期の４か月前までに、市福祉政策課又
　は各総合支所住民サービス課に来所　

場所 実施時期
インド 10 月中旬

マリアナ諸島 12 月中旬
フィリピン 令和２年２月中旬

硫黄島 11 月中旬、令和２年２月中旬

問市農林水産課かのやアグリ起業ファーム推進室
　℡ 0994-31-1183

農業後継者就農支援事業

●�補助対象　耕種農家の後継者が経営の規模拡大や新
規品目等の作付けを行う際に必要となる機械や施設
の導入に要する経費

【例】トラクターやアタッチメント等の農業用機械
　　 ビニールハウスや集出荷施設等の農業用施設
※運搬用トラックなど汎用性の高いものは対象外
●補助額　対象経費の10分の３以内の額
※１件当たり上限200万円
●�対象者
　次のいずれかの要件を満たす50歳以下の耕種農家
○３親等以内の親族から経営を継承した人
○親の経営を継承するために親元で農業に従事してい
　る人
○農業経営継承事業を活用し、第三者から経営を継承
　した人
※年齢は継承日時点
※家族経営協定を締結していること
※市税の滞納がないこと
※令和２年３月までにすべての事業を終了すること
※農業次世代人材投資資金を受給していないこと
●�申請　５月14日（火）～６月14日（金）に交付要綱を

確認のうえ、必要書類を提出
※�必要書類は、市農林水産課かのやアグリ起業ファー

ム推進室、市ホームページに有り
●選定方法　審査会を開催し、交付予定者を選定

申請

募集 「2019年度全国戦没者追悼式」
に参列する遺族

●期日　８月15日（木）　
※前日からの団体行動有り
●場所　日本武道館（東京都千代田区）
●対象者　戦没者又は一般戦災者の三親等以内の親族
●定員　65人
※過去に参列したことがない人を優先
●�応募　５月31日（金）までに市福祉政策課又は各総合

支所住民サービス課に来所

問市福祉政策課　℡ 0994-31-1113

募集 職業訓練指導員（48時間）
講習の受講者

●日時　７月23日（火）・24日（水）、30日（火）、31日（水）、
　８月８日（木）・９日（金）の9：00 ～ 17：00
●場所　鹿児島市勤労者交流センター
●�主な受講資格　技能検定（国家検定）の１級・単一等

級合格者、職業能力開発校修了者で４～ 10年の実務
経験者　など
●定員　30人（先着順）　
●受講料　15,600円（テキスト代含む）
●応募　５月20日（月）～ 31日（金）に申請書を提出
※申請書は鹿児島県職業能力開発協会ホームページに有り

問鹿児島県職業能力開発協会　℡ 099-226-3240
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